
１．重要な会計方針

（１）消費税等の会計処理

　　　税込方式を採用しています。

　　　　　時価のあるもの…期末日の市場価格に基づく時価法によっている。

２．基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりです。

（単位：円）

科　　目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

【基本財産】

投資有価証券 294,970,400 52,919,150 52,367,400 295,522,150

普通預金 11,000,000 45,000,000 56,000,000 0

定期預金 0 14,479,850 11,000,000 3,479,850

小　　計 305,970,400 112,399,000 119,367,400 299,002,000

【特定資産】

公益事業活動資産（投資有価証券） 3,914,800 85,200 155,200 3,844,800

公益事業活動資産（定期預金） 130,000 130,000 130,000 130,000

鑑賞会事業活動資金（定期預金） 10,080,000 10,116,000 10,080,000 10,116,000

鑑賞会事業準備資金（特費/普通預金） 1,500,008 1,118 1,501,126 0

小　　計 15,624,808 10,332,318 11,866,326 14,090,800

合　　計 321,595,208 122,731,318 131,233,726 313,092,800

（単位：円）

【基本財産】

投資有価証券 295,522,150 295,326,150 196,000 0

定期預金 3,479,850 3,479,850 0 0

小　　計 299,002,000 298,806,000 196,000 0

【特定資産】

公益事業活動資産（投資有価証券） 3,844,800 0 3,844,800 0

公益事業活動資産（定期預金） 130,000 0 130,000 0

鑑賞会事業活動資金（定期預金） 10,116,000 10,116,000 0 0

小　　計 14,090,800 10,116,000 3,974,800 0

合　　計 313,092,800 308,922,000 4,170,800 0

うち負債に

対応する額

財務諸表に対する注記

３．基本財産及び特定資産の財源等の内訳

基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりです。

科  目 当期末残高
うち指定正味財産

からの充当額

うち一般正味財産

からの充当額

（２）有価証券の評価基準及び評価方法

　　・満期保有目的の債券…償却原価法によっている。

　　・その他有価証券（満期保有目的の債券ならびに子会社及び関連会社株式以外の有価証券）　　

　　　　　時価のないもの…原価法によっている。　　


